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きぼう船外実験プラットフォーム利用の必需品きぼう船外実験プラットフォーム利用の必需品きぼう船外実験プラットフォーム利用の必需品きぼう船外実験プラットフォーム利用の必需品きぼう船外実験プラットフォーム利用の必需品

　共通バス機器部はきぼうから提供される電力、
通信などのリソースを実験装置が使いやすいよう
に変換する装置の他に、軌道上での伸展／収納を
可能とする伸展機構もあります。
　これにより、打上げ時及び回収時には観測セン
サーなどを構造部内に収納し、軌道上で伸展させ
て観測を行うということも可能となります。

JEM曝露部搭載型共通バス機器部JEM曝露部搭載型共通バス機器部
Attached Payload BUS for Kibo Exposed Facility Payload（APBUS）Attached Payload BUS for Kibo Exposed Facility Payload（APBUS）

共通バス機器部を利用して実験装置を製作した例
（宇宙環境計測ミッション装置：SEDA-AP）

収納状態

伸展状態

収納状態 伸展状態

伸展／収納

通信制御部

ミッションインターフェース構造部

電力分配器

ペイロード側装置交換機構

ペイロード取付機構

グラプルフィクスチャ

伸展マスト

伸展機構駆動回路

ヒータ制御器



きぼう船外実験プラットフォーム利用の必需品きぼう船外実験プラットフォーム利用の必需品 JEM曝露部搭載型共通バス機器部

船外実験プラットフォーム

通信制御部

電力分配器

ヒータ制御器

伸展機構駆動回路

船外実験プラットフォームと共通バス機器部

■実験機器の入れ物－ミッションインタフェース構造部（MSTR）

■きぼうとの通信をサポート－通信制御部（APRT）

■電力を使いやすくする－電力分配器（PDAP）

■実験機器を保温する－ヒータ制御器（HCE）

■伸び縮みできる－伸展機構（EMA）


